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１．本部 

総

括 

１．「新・基本 10 か年計画」に基づき、法人理念の実現に向けた事業の実施。 

２．法人基盤整備の整備に向けた諸規程等の改定・新設の実施。 

３．各種会議を通した法人内連携強化と諸課題の整理の実施 

４．福祉医療機構助成金を活用し、宮城県内の福祉関係団体広域連携ネットワークづくりの実施。 

５．災害福祉広域支援ネットワーク・サンダーバード宮城支部活動の実施。 

実

施

項

目 

１．ワーキングチーム主導による、「新・基本 10 か年計画」実行計画を推進した。 

２．定款及び諸規程の見直しと新設、拡大ワーキングチーム主導にて人財評価項目の見直しの実施。 

３．理事会、評議員会、監事監査の実施に及び法人内各種会議の実施により機能強化を図った。 

４．災害時における広域連携・協働ネットワークづくりに向けた会議、図上訓練等を実施した。 

５．サンダーバード宮城支部として、サンダーバード本部の事業へ協力した。 

主

な

内

容 

１．①ジェネリックソーシャルワーク学習会の開催（2回）②ライフプラン学習会の開催（2回） 

③地域防災拠点に向けた町内会との連携④法人内事業所間連携職種別交換学習会の開催（3回） 

２．①再雇用規程改正（5/28）②給与規程改正（7/11）③准職員及び契約職員規程改正（7/11）④定

款改正（12/19・3/26）⑤就業規則改正（12/19）⑥倫理規程整備（12/19）⑦懲戒審査委員会規程

整備（12/19）⑧理事長専決規程改正（12/19）⑨事務決裁規程改正（12/19）⑩育児休業及び育児

短時間勤務における規則改正（12/19）⑪介護休業及び介護短時間勤務における規則改正（12/19）

  ⑫経理規程改正(3/26)⑬公印管理規程改正（3/26）⑭寄附金取扱規程新設（3/26） 

３．①理事会開催（5回）②評議員会開催（4回）③監事監査（2回）④施設長会議開催（18 回）⑤総

  務部課長会議開催（12 回）⑥事業系部長会議開催（12 回）⑦ワーキングチーム会議開催（11 回）

  ⑧拡大ワーキングチーム会議開催（19 回） 

４．①広域連携意見交換会議の開催（5回）②広域連携図上訓練の実施（2/20）③宮城フォーラムの開

催（3/15） 

５．①福祉における災害時広支援システムの構築・運用に関わる研修の開発（研修テキスト作成） 

②東日本大震災仮設住宅サポート拠点を中心とする地域包括ケアの検討（関係者との協議） 

 

 

２．せんだんの杜 

総

括 

１．「誰もが住み慣れた地域で、いつまでも自分らしく暮らし続けられるように・・・」という理念を

達成するべく、さらなる人財育成を目指して、領域共通の研修計画に加え、高齢者福祉分野と児童

福祉分野の分野別研修の企画・実施を行った。また、奨励金などの活用により中堅以上の職員に対

し、外部講師による計画的・効果的な研修を実施して、チームマネジメントの強化を図った。 

２．地域支援のさらなる具現化に向け、地域災害支援ネットワークへの参画や障がい児支援拡充のた

めの不動産物件購入等、次年度の展開につながる基盤整備を行った。 

実

施

項

目 

１．職場内研修計画の効率化、具体的実践を前提とした職場外研修への参加調整、自己啓発の支援体

制の強化などによるサービスの質向上と国家資格合格者の増加等、一定程度の効果が図れた。 

２．リーダー級以上職務者による職員への個別支援促進に加え、東北福祉大学や他の研修・研究機関

との連携による研修・研究を実施して、サービスの質向上を推進した。 

３．利用者本人のみならず家族介護者や保護者、地域住民に対する生活支援機能の拡充・強化と協働

体制の構築。 

４．施設サービスの入退居調整の円滑化、障がい福祉サービスのさらなる地域展開のための準備。 

主

な

内

容 

１．内部研修の重層的実施や外部研修参加後の変革実践、資格取得支援の強化による自己啓発の促進。

２．リーダー級以上職務者によるＯＪＴの強化、正規雇用労働者育成支援奨励金等の活用による研修

の実施、大学教員やその他研究者からのコンサルテーションによる研究事業の実施。 

３．利用者主体を堅持しつつ家族介護者や保護者支援も含めた協働体制を構築し、生活支援機能の拡

充を図った。また、地域住民主体のネットワーク活動へ法人ワーキングチームメンバーとして参画

すると共に、施設の防災訓練に参加してもらうなど、防災体制構築のさらなる連携を深めた。 

４．施設サービス利用希望者のニーズへ迅速に応えるため、入退居に関する相談業務の効率化を図っ

て、昨年度の利用実績を上回った。また、障がい福祉サービスのさらなる地域展開を見据え、不動

産物件を購入すると共に、放課後等デイサービスを中心とする多角的な事業展開の検討を進める。 
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３．せんだんの杜ものう 

総

括 

１．利用者・入居者が望む生活（ニーズ）および住み慣れた地域で生活が続けられることを実現する

ために、他職種で構成するチームで関わりを深め、思いにより添ったサービスの提供を行った。 

２．地域および被災者のニーズを知り、各関係機関・団体等との協力体制の中から必要な支援の方策

を探り、制度に捉われない柔軟な支援を協働して実施した。 

３．経営状況を職員へ定期的に知らせることにより、「数字」に対しての意識を高め、日常的な経費削

減だけでなく、「稼働率」に対しても意識を向けることにより、稼働率向上につながった。 

実

施

項

目 

１．運営委員会を主として、地域との協力体制強化に努めた。利用者・入居者が地域の中に出て行く

機会を増やし、地域との連携、社会生活の継続を意識した活動を実施した。 

２．関係機関・団体との会議および連絡会を定期開催し、被災者のニーズおよび現状を知ることによ

り、必要なサービスの提供だけでなく、関係団体等と協働しての催し等を実施した。 

３．各部署へ収支状況を報告し、稼働率の向上コスト見直しを部署内で行える仕組みを構築した。 

４．内部研修の定期開催、外部実習受け入れを積極的に行い、互いの学びの場を設けることに努めた。

５．研究事業に取り組みとして、災害時対応・広域連携等について、防災班会議を中心に実施した。 

主

な

内

容 

１．運営委員会等を有効活用し、必要な支援のあり方を探ると共に、更なる協力体制の構築につなが

った。また、地域包括支援センターの機能を活用し、地域の実情の把握と予防福祉の醸成に努めた。

２．仮設支援ネットワーク会議や地域ケア会議等を継続して開催し、被災者の方に対して必要な支援

を実施すると共に、ボランティアの受け入れ、マッチングを行った。 

３．定期的に収支状況を報告し、全職員が、実情を「知る、把握する」ことにより日常的にかかる経

費の見直しを行えるように努めた。 

４．人財育成の強化に努め、内部研修の開催および、外部研修への積極的参加を促し、学びを得ると

共に、根拠あるサービスの提供に努めた。 

５．防災・減災に向けた活動を、研究事業として防災班を中心に取り組み、地域との合同防災訓練や

災害時支援・連携体制の構築に向けた取り組み等の活動を実施した。 

 

 

４．せんだんの里 

総

括 

平成２５年度せんだんの里としての経営、運営及び介護サービスの取り組みとして、 

１.施設経営基盤の強化と改善 ２.サービス事業所における利用者のサービス利用満足度を高める

３.従事者１人１人の経営意識を高める ４.隣接コミュニティとの連携、協働の地域づくりの推進

の４項目を目標として実施した結果、昨年以上の利用率向上が実現でき、複数の地域ボランティアの

方々との交流も積極的に図り、よりよい関係作りに努める事ができた。また、内部研修も定期的に

開催し、理論を理解すると共に実践する事で、職員 1人 1人の資質向上が図れた。 

実

施

項

目 

１.担当者間連携や他機関連携を強化し、サービス事業の利用率の向上に努め、安心・安全な施設経営

基盤の見直しと継続を図った。 

２.既存施設サービス事業所における利用者の生活支援（食事、排泄、入浴）におけるサービス

の質の改良を図り、サービス利用満足度を高めるよう取り組んだ。 

３.自己の年間活動（課題達成）目標を設定し、サービス従事者の目的意識の高揚を図った。 

４.交流や事業所運営に関する意見交換の機会を積極的に設け、福祉・介護に関する住民意識及び

ニーズを的確に把握し、隣接コミュニティとの連携を図った。 

主

な

内

容 

１.特養では、入院者数の減少、入居判定会の迅速な開催により、平均稼動数 141.4 名と昨年を 1.5 名

上回る結果となった。ショートステイでは、長期入居の利用増に取り組んだ事で、3 月時点の平均

稼動数が 43.7 名となり前年度平均よりも 6 名の大幅な向上を実現した。また、デイサービス、3 丁目

デイサービスにおいても、稼動数がそれぞれ 2.5 名、1.0 名と昨年を上回る結果となった。 

２.デイサービス利用者への満足度調査を実施し、サービスへの高い満足度が得られていることを把握

できたが、反面、求められているニーズを把握出来たので、今後のサービス提供へつなげていく。 

３.キャリアパス制度による、目標管理をおこない、支援担当者と共に目標検証、面談を通して、自己

の経営意識、自己実現の確立に努めた。また、内部研修も積極的に開催し、全職員が自覚を持って

行動する為に必要な基本姿勢を学んだ。 

４.介護教室や料理教室や行事に関する情報発信を通し、地域社会への貢献活動を積極的に図った。 
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５．せんだんの館 

総

括 

１．長期的な安定経営のため、デイサービス、ショートステイ、特養の利用率の増加を図った。 

２．利用者一人ひとりの生活ペースに応じた支援、家族との関係性の強化。 

３．介護保険事業以外の地域住民を対象とした介護予防事業の実施。 

４・職員の人財育成を目的とした「自己啓発」支援の実施。 

５・災害時における地域住民との連携を図るため、近隣町内会との防災協定会議の継続。 

実

施

項

目 

１．月間、年間の収入把握と分析を行いながら増収を図った。 

２・認知症に対する知識を深め、利用者・入居者に対する適切なケアの強化。 

３．地域包括支援センターを中心に行政と連携し、地域住民を対象に介護予防の啓蒙活動の実施。 

４．目標管理制度を活用し、個々のスキルアップや資格取得に向けたサポートを積極的に実施。 

５．養成校との定期的な情報交換の開催、受け入れ体制の基盤の強化。 

６．地域住民と協同し、福祉避難所として災害時に迅速な対応ができるよう組織強化を図った。 

主

な

内

容 

１．毎月の収支把握と分析を各部署と共同で行う。（稼働率、人件費、光熱水費や消耗品等のコスト管

理、設備管理等） 
２．事業所内で「認知症サポーター養成講座」を４回実施し、職員全員が認知症サポーターとなった。

  また、近隣町内会からの講師の要請を受け、認知症サポーターの輪を広げることができた。 

３．仙台市介護予防事業「通所型介護予防事業 元気応援教室」を３クール開催した。 
４．歯科衛生士を中心とし、協力歯科医院、介護職員との連携も定着し、口腔ケアの向上につながっ

た。「口腔機能維持管理体制加算」「口腔機能維持管理加算」の算定もできた。 
５．養成校の担当教員との連携を図り、実習前・中・後の実習調整を円滑に進める事ができた。 
６．事業所内で立ち上げた「地域連携を考えるワーキング」の活動において、地域住民のニーズを具

現化した「男性料理教室」を開催した。 
７．近隣町内会との防災協定締結に向けての話し合いの中で、合同の防災訓練を実施した。 

 

 

６．認知症介護研究・研修仙台センター 

総

括 

東北福祉大学を母体とする関連研究施設及び関連福祉施設等との有機的な連携を深めながら、 

１．研究事業補助金等による研究事業 

２．都道府県等の研修委託費による研修事業 

３．運営事業費補助金による事業       を実施した。 

実

施

項

目

と 

主

な

内

容 

１．研究事業補助金等による研究事業 

（１）老人保健健康増進等事業補助金による研究 

（２）研究成果の広報 

２．都道府県等の研修委託費による研修事業 

（１）認知症介護指導者養成研修の実施 

第１回 6 月 10 日～ 8 月 9 日 修了者 16 名     第２回 9 月 9 日～11 月 8 日 修了者 15 名 

第３回 12 月 2 日～ 2 月 7 日  修了者 12 名 

（２）フォロ－アップ研修の実施 

第１回 8 月 26 日～ 8 月 30 日  修了者 13 名    第２回 11 月 18 日～11 月 22 日  修了者 12 名 

３．運営事業費補助金による事業 

（１）運営事業 ①センター運営委員会・外部評価委員会の開催 

②認知症介護研究・研修センター全国運営協議会への出席 

（２）研究事業 ①研究事業の倫理的観点からの検討（倫理審査委員会の開催） 

②研究資料の収集・整理 

③研究成果の報告（認知症介護セミナーでの成果報告） 

④三センター合同研究成果報告会での発表 

⑤運営事業費における研究事業の実施 

（３）研修事業 ①認知症介護実践者研修の企画･運営に関する指導･助言 

②認知症介護市民講座の開催（認知症介護セミナーでの基調講演及び公開相談） 
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７．各事業の実績と目標の比較 

 

(1)せんだんの杜 

No サービス事業所名 定員(人) Ｈ25 年度実績(％) Ｈ25 年度目標(％) H24 年度実績(％) H23 年度実績(％) 

１ 特別養護老人ホームリベラ荘 50 ９６．２   ９８．０   ９３．７   ９８．４    

２ ケアハウスフェリコ館 30 ９４．９   ９９．０   ９６．０   ９８．５    

３ せんだんの杜短期入所生活介護事業所 20 ９４．１   ９９．０   ９８．４   ９６．５    

４ せんだんの杜訪問介護事業所 － ７２７．２(時間) ７９０．０(時間) ７８１．０(時間) ８８８．３(時間) 

５ せんだんの杜国見ケ丘通所介護事業所 10 ６２．０   ７０．０   ６７．３   ５２．１    

６ せんだんの杜中山通所介護事業所(一般型) 10 ６４．９   ７０．０   ６７．６   ７７．０    

７ せんだんの杜川平通所介護事業所  （休止） （休止） （休止） ４０．７    

８ せんだんの杜国見通所介護事業所 10 ５２．０   ７０．０   ５７．３   ５８．０    

９ せんだんの杜居宅介護支援事業所 － ７１．５(件) ７５．０(件) ７４．０(件) ６８．５(件)  

10 国見ケ丘地域包括支援センター － ４５８．２(件) ２２０．０(件) ２２５．０(件) ２００．６(件)  

11 杜の子ハウス（放課後等デイサービス） 10 ８９．８   ７５．０   ７４．６   ７２．８    

12 遊杜家（放課後等デイサービス） 10 １００．５   ７５．０   ７４．６   ６６．８    

13 国見ケ丘せんだんの杜保育園 99 １０６．０   １１０．０   １０５．０   １０４．５    

14 国見ケ丘せんだんの杜保育園分園 28 １０７．０   １１０．０   １０６．７   １０５．８    

15 せんだんの杜地域子育て支援センター － ２５８．３(件) ３５０．０(件) ３４９．１(件) ２８１．１(件)  

16 せんだんの家（児童自立援助ホーム） 12 ５０．０   ７０．０     ６７．２     ７６．９    

備

考 

Ｎｏ．５ 「国見ケ丘通所介護事業所」の定員変更について 

 平成２５年４～７月は２０名、８月から１０名。 

Ｎｏ．16 「せんだんの家」の暫定定員について 

 平成２３年度は１６名、平成２４年度は１４名、平成２５年度は１２名。 
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(2)せんだんの杜ものう 

No サービス事業所名 定員(人) Ｈ25 年度実績(％) Ｈ25 年度目標(％) H24 年度実績(％) H23 年度実績(％) 

１ 特別養護老人ホームファミリオ 50 ９８．９ ９８．０ ９５．２ ９８．７ 

２ ものう短期入所生活介護事業 15 １０４．３ ９８．０   １００．７ １０１．４ 

３ 地域福祉センター通所介護事業 10 ８６．０ ７５．０ ７４．５ ５５．６ 

４ ものう通所介護事業 10 ７１．０ ８０．０ ７８．２ ９８．９ 

５ ケアハウスフェリカ 15 ９８．６ ９９．０ ９９．１ ９８．４ 

６ ものう訪問介護事業 － ６５２．２（時間） ５６０．０（時間） ６５２．９(時間) ５６２．０（時間） 

７ ものう居宅介護支援事業 － １１１．９（件） １０５．０（件）    １０３．１（件） １００．３（件） 

８ 石巻市ものう地域包括支援センター － １００．２（件） １０５．０（件） １０１．８（件） ８８．７（件） 

９ なかつやま認知症対応型共同生活介護事業 9 ９８．３ ９８．０ ９６．０ ９３．１ 

10 なかつやま第一通所介護事業 10 ５８．８ ７０．０ ５９．２ ５５．７ 

11 なかつやま短期入所生活介護事業 2 ６８．３ ７０．０ ５５．０ ７０．０ 

12 うした認知症対応型共同生活介護事業 9 ９９．９ ９８．０ ９６．３ ９９．６ 

13 うした通所介護事業 10 ７１．０ ８０．０ ７１．７ ６５．３ 

14 うした短期入所生活介護事業 1 ２５．０ ５０．０ ２９．０ ３１．８ 

15 石巻市桃生地区第一放課後児童クラブ 24 １６．２（人） １１．０（人） ９．６（人） ８．９（人） 

16 石巻市桃生地区第二放課後児童クラブ 20 １６．８（人） １５．０（人） １３．５（人） ９．３（人） 

備

考 

うした短期入所生活介護事業所は、H25.11 より休止、H26.5 廃止予定。 
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(3)せんだんの里 

No サービス事業所名 定員(人) Ｈ25 年度実績(％) Ｈ25 年度目標(％) H24 年度実績(％) H23 年度実績(％) 

１ せんだんの里特別養護老人ホーム 150 ９４．３ ９４．４ ９３．３ ９４．８ 

２ せんだんの里ショートステイ 50 ８２．８ ８１．４ ７５．４ ７９．０ 

３ せんだんの里デイサービス 30(日曜 10) 月～土 80.7 日 56.2 月～土 80.6 日 57.0 月～土 70.7 日 70.0 月～土 68.3 日 71.0 

４ せんだんの里国見ヶ丘 3丁目デイサービス 10 ６２．６ ６２．０ ５３．０ ５４．０ 

５ せんだんの里グループホーム 24 ９８．３ ９８．７ ９８．８ ９７．９ 

６ せんだんの里国見ヶ丘 3丁目グループホーム 8 ９８．４ ９８．７ １００．０ ９９．８ 

７ せんだんの里居宅介護支援事業所 － １２７．６(件) １２７．９(件) １１１．９(件) １２２．２(件) 

備

考 

   

 

 (4)せんだんの館 

No サービス事業所名 定員(人) Ｈ25 年度実績(％) Ｈ25 年度目標(％) H24 年度実績(％) H23 年度実績(％) 

１ 特別養護老人ホームせんだんの館 100 ９７．５ ９７．６ ９５．９ ９７．０ 

２ せんだんの館ショートステイ 20 ８９．６ ９０．９ ８８．７ ９２．１ 

３ せんだんの館デイサービス 35 ９１．０ ９０．３ ８８．６ ８６．７ 

備

考 

 

 

  

 

(5)認知症介護研究・研修仙台センター 

No 研   修   名 定員(人) Ｈ25 年度実績(人) Ｈ25 年度計画(人) H24 年度実績(人) H23 年度実績(人) 

１ 

第１回認知症介護指導者養成研修 20 １６ １５ ２０ ２０ 

第２回認知症介護指導者養成研修 20 １５ １５ １７ １８ 

第３回認知症介護指導者養成研修 20 １２ １５ ― ― 

２ 
第１回フォローアップ研修 20 １３ １３ １３ １３ 

第２回フォローアップ研修 20 １２ １３ １２ １３ 

備

考 

 

 

  

 


